
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

あ
の
日
の
経
験
を
生
か
す
に
は

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
と
い
う
節
目
。

あ
の
日
の
経
験
を
生
か
し
続
け
る
に
は
、

私
た
ち
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
の
日
を
振
り
返
り
、
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
10
年
が

経
過
し
よ
う
と
す
る
中
、
２
月
13

日
に
福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
大

き
な
地
震
が
起
き
ま
し
た
。
市
内

で
も
、
震
度
５
強
を
観
測
し
、
火

災
や
家
屋
の
損
傷
な
ど
の
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
自
身
や

大
切
な
方
の
命
を
守
る
た
め
、
災

害
へ
の
備
え
を
改
め
て
ご
確
認
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

塩
竈
市
長 

佐
藤 

光
樹

※

２
月
13
日
に
発
生
し
た
地
震
に

よ
る「
り
災
証
明
書
」「
り
災
届
出

証
明
書
」「
災
害
ご
み
の
受
け
付
け
」

に
関
す
る
お
知
ら
せ
は
、
16
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

塩
竈
市
民
の
皆
さ
ま
へ
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問 

総
務
課
総
務
係
☎
３
５
５-

５
０
０
７

　地震の直後、消防団員が集まり、高台にある旧浦戸
二小に避難所をつくる準備に取りかかりました。その
一方で、若者たちは、軽トラックで島内の低い土地に
ある住宅を回り、身体の不自由なお年寄りを荷台に乗
せ、避難所に搬送しました。一刻を争う状況の中では
ありましたが、どの家に誰が住んでいて、身体の状況
も把握していたので、迅速に行動することができたと
聞いています。
　避難所には全国からたくさんの支援物資が届き、自
衛隊や団体、学生、歌手の方々など多くの方に支援活
動をしていただきました。それに助けられ、心が癒さ
れたことを覚えています。そのときの感謝の気持ちは
今も忘れません。
　あれから10年、いつ起こるか分からない自然災害
に備えるため、機会があるたびに、これまでの経験を
語っています。海辺で大きな地震が来たら、とにかく
高い場所に避難することが大事です。それから、早め
早めの決断と行動です。島民の命を救うために迅速に
行動できたのも、地域コミュニティを大切にしてきた
からこそだと思います。それが地域の誇りです。これ
からも大切にしていかなければなりません。

 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た

市
民
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、

追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

と
　
き　

３
月
11
日
㈭
14
時
30
分
〜

と
こ
ろ　
塩
釜
ガ
ス
体
育
館（
今
宮
町
９
番
１
号
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て
行
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
献
花
は
、
追
悼
献

花
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

黙
と
う
の
ご
協
力
を

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
10
年
を
迎
え

ま
す
。
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、
午
後
２
時
46
分
か

ら
１
分
間
の
黙
と
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

東
日
本
大
震
災
塩
竈
市
追
悼
式
同
日
、
献

花
所
を
設
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
献

花
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
　
き　

３
月
11
日
㈭
13
時
〜
16
時

と
こ
ろ　
塩
竈
市
東
日
本
大
震
災
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

（
海
岸
通
１
９
６
番
４ 

千
賀
の
浦
緑
地)

●
時
間
内
は
、
自
由
に
ど
な
た
で
も
献
花
を

行
っ
て
い
た
だ
け
ま
す

●
献
花
用
の
花
は
準
備
し
て
い
ま
す
が
、
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す

●
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

東
日
本
大
震
災
塩
竈
市
追
悼
式

追
悼
献
花
所

あ
の
日
、

何
が
起
き
て
、

何
を
思
っ
た
か

浦戸桂島区長。桂島区長就任から
６日目に震災発災。それから10
年間区長を務めている。現在、浦
戸振興協議会会長も兼務している。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
に
市
内
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
約
２
，９
９
０

人
、
震
災
以
降
に
転
入
し
た
人
は
約
１
９
，４
９
０
人
に
な
り
ま
し
た
。

あ
の
日
、
市
内
で
何
が
起
き
、
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
の
か
知
ら
な
い
人

も
増
え
て
い
ま
す
。

　

あ
の
日
の
経
験
を
生
か
す
に
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
市
内
で
震
災
を
経
験
し
た
３
人
の
方
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

命
を
救
っ
た
地
域
の
絆
、

未
来
に
残
し
た
い
大
切
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
内
海 

粂
蔵 

さ
ん

う
つ
み

く
め
ぞ
う

震災後に発行された「広報しおがま号外」。発災から15日後の
3月25日に4ページで発行された。
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問 

市
民
安
全
課
防
災
係
☎
３
５
５-

６
４
９
１

　浦戸中学校の卒業式の取材を終え、市営汽船で帰る
途中に、地震が起きました。船は、魚市場あたりまで
来ていて、海面がボコボコと泡立っていたことを覚え
ています。船長の指示で、全員でマリンゲート塩釜の
３階まで避難しました。津波の第一波が引いたあと、
市役所に走って向かい、避難者と一緒に寝泊まりして
取材を続けました。
　記者として、通信手段がないことが困りました。原
稿は紙に手書きし、タクシーで写真データと一緒に運
んでもらいました。肝心なときに携帯電話はつながら
ず、公衆電話も、翌日あたりにはつながらなくなって
いました。普段は便利なスマートフォンなどは、いざ
というときは使えないということを、覚えておかなく
てはなりません。
　私は、新聞記者を退職した後、ボランティアガイド
として活動しています。震災のような体験をしたとき
の、人とのつながりは特別です。そのような人たちが
いるところは、大事な場所になり、その場所とは関わ
っていたいと思います。そこで何か自分なりに、役に
立つことがあったらやってみたいと思い、活動をして
います。これからも、塩竈市に寄り添っていきたいと
思います。

　

東
日
本
大
震
災
発
災
後
の
１
週
間
に
焦
点

を
あ
て
、
そ
の
と
き
何
が
起
き
、
人
々
が
何

を
求
め
、
状
況
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

っ
た
の
か
、
発
生
か
ら
７
日
間
を
中
心
に
記

録
、
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
二
度
と
災
害
で
大
切
な
も
の
を
失
わ

な
い
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
。

こ
の
展
示
を
見
な
が
ら
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ　

港
町
一
丁
目
４
番
１
号

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
平
日
）、
年
末
年
始（
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
）

塩
竈
市
津
波
防
災
セ
ン
タ
ー

「
７
日
間
の
記
録
」

元毎日新聞社塩釜駐在記者。市内
の復興を取材し続ける。退職後は、
NPOみなとしほがまのボランテ
ィアガイドとして活動している。

あ
の
日
の
人
と
の
つ
な
が
り
が

塩
竈
に
寄
り
添
い
続
け
る
理
由

　
　
　
　
　
　
　 

渡
辺    

豊 

さ
ん

　地震が起きたのは、当時、中学３年生だった長女の
卒業式を終え、帰宅した後でした。小学校にいた次女
を迎えに行き、避難所の中学校で一夜を過ごしました。
午前中までは卒業式の会場だった場所が避難所になっ
ている光景に唖然とし、今までニュースで見ていた避
難所に、まさか自分たちが…と思いました。翌朝、避
難所で配られていた新聞を読み、はじめて大きい地震
だったと分かりましたが、どこか現実感がなかったこ
とを覚えています。その後は、水や食料の確保に追わ
れ、毎日がいっぱいいっぱいで、心に余裕はありませ
んでした。
　テレビでは報道番組や同じコマーシャルが流れ続け、
私は、何か暗い気持ちにならないようにできないかと
感じました。そこで、目まぐるしく変化する震災後の
毎日を書き残していたメモを基に、私自身が読みたい
と思えるような4コマ漫画と文章で描き始めました。
　震災から１年後に本が出版されました。本の出版に
あたっては、葛藤や当時を思い出すことのつらさもあ
りました。しかし、等身大で飾らずに、私自身の視点
で描くことで、リアルな塩釜の被災経験を
伝えることができたのではと思っています。

市内在住の漫画家。主婦視点での
被災経験を『生き残ってました。
主婦まんが家のオタオタ震災体験
記』(祥伝社)に綴っている。

自
分
な
り
の
目
線
で

飾
ら
ず
に
描
い
て
伝
え
る

　
　
　
　
　
　
　 

ひ
が    

栞 

さ
ん

わ
た
な
べ

ゆ
た
か

し
お
り

「kurashio（クラシオ）」掲載『月刊ひが栞のテーマ』は、
こちらからご覧いただけます
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